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学　校　行　事　《 第２学期 》

第68回鶴ヶ丘祭

９月１日　始業式・防災学習（動画）
　　２日　1・2年スタディーサポート
　　２日　３年基礎学力到達度テスト模擬
　　４日　３年大学入学共通テスト説明会
　　１２日　3年特進コース・普通コース（希望者）
　　　　　ベネッセ・駿台マーク模試会場受験
　　１５日　1年キャリアガイダンス
　　２２日　３年基礎学力到達度テスト
　　２４日　生徒会役員選挙
１０月１日　生徒総会
　　２日　3年普通コース三者面談（６日まで）
　　４日　日本大学創立記念日
　　１１日　3年特進コース・普通コース（希望者）
　　　　　ベネッセ・駿台記述模試
　　１３日　１・2年中間試験（１６日まで）
　　２３日　受験生保護者対象入試学校説明会
　　２７日　2年大学模擬講義
　　３１日　3年特進コース・普通コース（希望者）
　　　　　ベネッセ・駿台共通テスト模試会場受験

１１月２日　２年特進コース記述模試（４日まで）
　　４日　１年記述模試
　　６日　鶴ヶ丘祭（７日まで）
　　６日　中学生対象入試学校説明会
　　１０日　２年生徒対象進路説明会
　　１０日　3年期末試験（１２日まで）
　　１５日　１・２年三者面談（１７日まで）
　　２０日　1・2年コース選択締切
　　２０日　受験生保護者対象入試学校説明会
　　２７日　2年期末試験（１日まで）
　　２９日　3年特進コース・普通コース（希望者）
　　　　　三者面談（４日まで）
１２月３日　2年先発班修学旅行出発（７日まで）
　　４日　2年後発班修学旅行出発（８日まで）
　　６日　1年期末試験（９日まで）
　　１１日　答案返却授業（１３日まで）
　　１７日　1・2年学修リフレクション
　　２０日　終業式
　　２２日　冬期外部特別講座（２８日まで）
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第
六
十
八
回鶴ヶ

丘
祭
に
寄
せ
て

学
校
長　
　

川
原　

容
子

昨
年
に
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
あ

り
ま
す
が
、
鶴
ヶ
丘
祭
を
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

先
ず
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
鶴
高
生
達

と
そ
の
ご
家
族
及
び
全
教
職
員
が
、
元
気

に
開
催
を
迎
え
ら
れ
る
の
が
、
何
よ
り
も

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
、

　
　
　
　
『
千　

祭　

一　

遇
』

千
載
一
遇
の
漢
字
を
か
え
て
、
め
っ
た

に
な
い
よ
う
な
思
い
出
に
残
る
文
化
祭
を

作
ろ
う
と
い
う
意
味
で
し
た
。

感
染
症
拡
大
に
直
面
し
た
当
初
、
日
本

を
含
め
た
世
界
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
対
策

を
打
ち
出
せ
な
い
ま
ま
、
不
安
と
恐
怖
に

打
ち
の
め
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
た
だ
、
息

を
潜
め
て
閉
じ
こ
も
り
、収
ま
る
の
を
待
っ

て
い
る
こ
と
だ
け
で
精
一
杯
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も

本
校
は
、
相
手
を
思
い
や
り
・
信
じ
て
支

え
て
い
く
こ
と
で
、
昨
年
九
月
以
降
、
出

来
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
行
動
し
始
め
ま

し
た
。

文
化
祭
な
ど
の
行
事
を
は
じ
め
、
す
べ

て
の
教
育
活
動
に
お
い
て
、
全
教
職
員
は

も
ち
ろ
ん
生
徒
達
も
、『
考
え
た
こ
と
も

な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
』
悩
む
、
辛
い
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
当
た
り

前
の
よ
う
に
し
て
き
た
対
面
で
の
活
動

が
、こ
れ
ほ
ど
大
切
で
、必
要
な
も
の
だ
っ

た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
次
第
で
す
。

感
染
が
終
息
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
出
来
る
こ
と
を
考
え
、
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
工
夫
を
重
ね
、
協
力
し
て

『
千
祭
一
遇
』
を
体
現
す
る
た
め
に
頑
張

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
中
か
ら
も
生
徒
達
の
成
長

を
実
感
す
る
こ
と
も
多
く
、
と
て
も
有
意

義
で
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
祭
と
な

り
ま
し
た
。

本
校
の
文
化
祭
の
歴
史
は
、
創
設
三
年

目
の
昭
和
二
十
九
年
第
一
回
学
園
祭
が
ス

タ
ー
ト
で
す
。
こ
の
時
代
は
、
戦
後
ま
だ

ま
だ
厳
し
い
時
代
だ
っ
た
と
想
像
で
き
ま

す
。
当
時
の
鶴
高
生
た
ち
は
前
例
も
な
い

中
、
正
に
『
考
え
た
こ
と
も
な
い
こ
と
を

考
え
』
生
み
出
し
た
と
思
い
ま
す
。

戦
後
と
未
曽
有
の
コ
ロ
ナ
禍
、
い
ず
れ

も
辛
く
厳
し
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、『
平

和
』
で
あ
る
こ
と
は
と
て
も
幸
せ
で
す
。　

支
え
、
支
え
ら
れ
る
信
頼
で
き
る
家
族
や

仲
間
が
い
る
。
加
え
て
こ
の
現
代
に
お
い

て
は
、
科
学
技
術
の
進
歩
の
お
陰
で
、
私

た
ち
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
繋
が
る
こ
と
が

出
来
て
い
ま
す
。

令
和
三
年
度

　
　

め
っ
た
に
な
い
よ
う
な

思
い
出
に
残
る
文
化
祭

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
一
生
忘
れ
な
い

文
化
祭
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

全
生
徒
並
び
に
ご
家
族
・
全
教
職
員
と

ご
家
族
に
対
し
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
改

め
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

千祭一遇千祭一遇
第68回 鶴ヶ丘祭

2021年11月６日・７日
開催日（オンライン開催）
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千
祭
一
遇

　
　

鶴
ヶ
丘
祭
実
行
委
員
長

二
Ｉ　

小
林
菜
々
美
（
調
布
中
）

今
年
度
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
文
化
祭

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
昨
年
度
に

オ
ン
ラ
イ
ン
文
化
祭
を
経
験
し
た
こ
と

も
あ
り
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
レ
ベ
ル
が
高

い
作
品
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、
各
ク
ラ
ス
楽
し
み
な

が
ら
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
鶴
ヶ
丘
祭
の
テ
ー
マ
は
、「
千

祭
一
遇
」
で
す
。
鶴
高
で
巡
り
会
え
た
仲

間
た
ち
と
、
特
別
な
文
化
祭
に
し
て
ほ
し

い
思
い
を
こ
め
て
こ
の
テ
ー
マ
に
し
ま
し

た
。
私
た
ち
実
行
委
員
は
、
夏
休
み
前
か

ら
鶴
ヶ
丘
祭
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
準
備

し
て
き
ま
し
た
。
私
は
委
員
長
と
し
て
活

動
し
て
い
く
中
で
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
や
悩
ん
だ
り
し
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。

先
生
方
や
実
行
委
員
、
生
徒
会
の
皆
さ
ん

に
支
え
て
も
ら
い
、
鶴
ヶ
丘
祭
を
成
功
に

導
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
も
オ
ン
ラ

イ
ン
文
化
祭
と
な
っ
て
し
ま
い
、
残
念
に

思
う
方
も
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
文
化
祭
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た

友
情
や
思
い
出
に
な
っ
た
、
鶴
ヶ
丘
祭
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
来
年

は
、
コ
ロ
ナ
も
収
束
し
、
文
化
祭
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

千
祭
一
遇
　
動
画
に
込
め
た
思
い

第
六
十
八
回
鶴
ヶ
丘
祭
を
終
え
て

生
徒
会
指
導
部
主
任　

磯
崎　
　

宏

正
門
の
銀
杏
の
葉
が
黄
色
く
な
る
秋
本

番
の
十
一
月
六
日
（
土
）
七
日
（
日
）
に
、

第
六
十
八
回
鶴
ヶ
丘
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

六
日
（
土
）
は
三
年
生
の
み
登
校
、
七
日

（
日
）
は
一
・
二
年
生
の
み
登
校
し
動
画
視

聴
と
い
う
形
式
で
あ
る
。

テ
ー
マ
は
『
千
祭
一
遇
』。
日
々
学
校

で
友
人
と
会
え
る
喜
び
を
知
っ
た
今
、
ク

ラ
ス
や
部
の
思
い
を
一
本
の
動
画
に
込
め

た
。ジ
ャ
ン
ル
は
自
由
、モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
選
曲
や
振
付

け
に
そ
の
年
の
流
行
や
趣
向
が
現
れ
る
か

ら
面
白
い
。
編
集
技
術
も
向
上
し
、
見
ご

た
え
の
あ
る
動
画
が
完
成
し
た
。
ク
ラ
ス

の
特
色
が
出
た
企
画
、
文
化
部
や
体
育
部

の
活
動
紹
介
、
実
行
委
員
会
制
作
の
特
技

動
画
な
ど
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

一
面
が
披
露
さ
れ
た
。

夏
休
み
中
か
ら
撮
影
を
始
め
、
ク
ラ
ス

全
員
が
登
場
し
ダ
ン
ス
や
演
技
・
演
奏
を

す
る
、
黒
板
ア
ー
ト
や
装
飾
・
衣
装
に
凝

り
、
テ
レ
ビ
番
組
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
映

画
を
リ
サ
ー
チ
し
、
古
典
の
世
界
に
い
ざ

な
う
。
映
る
姿
が
マ
ス
ク
着
用
な
の
が
令

和
三
年
度
の
証
で
あ
る
。
普
段
見
ら
れ
な

い
よ
う
な
友
人
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
、

あ
ま
り
話
さ
な
い
が
積
極
的
に
協
力
す
る

姿
、
撮
影
時
に
は
恥
ず
か
し
さ
を
捨
て
て

演
技
す
る
姿
、
裏
方
の
買
い
出
し
や
衣
装

作
り
な
ど
協
力
す
る
姿
、
突
き
指
に
も
め

げ
ず
に
カ
メ
ラ
を
回
す
姿
な
ど
た
く
さ
ん

の
「
あ
り
が
と
う
」
で
鶴
ヶ
丘
祭
は
成
り

立
っ
て
い
る
と
、
実
行
委
員
長
が
述
べ
て

い
た
。
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
仲
間
に

感
謝
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
思
い
や
り

の
心
も
育
ま
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
文
化
祭

で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
き
っ
と
鶴
高
生
た
ち

は
今
後
生
き
て
い
く
中
で
、
人
と
し
て
最

も
大
切
な
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
で

あ
ろ
う
と
確
信
す
る
。
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ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

第
六
十
八
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

男
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権

男
子
89
㎏ 
級

「
改
め
て
気
が
付
い
た
こ
と
」

三
Ｃ　

田
中　

寧
栞
（
高
島
三
中
）

自
分
の
人
生
の
中
で
、
と
て
も
充
実
し
た
三
年
間
に

な
っ
た
。
学
業
と
部
活
動
の
両
立
、
い
わ
ゆ
る
「
文
武

両
道
」
が
完
璧
に
出
来
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
そ
の
時
の
自
分
の
ベ
ス
ト

は
尽
く
す
こ
と
が
出
来
た
。

高
校
生
活
の
一
番
の
出
来
事
は
間
違
い
な
く
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
に
入
っ
た
こ
と
だ
。
最
初
は
と
て

も
迷
っ
た
。
自
分
に
出
来
る
か
、
自
信
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
競
技
を
や
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
自
然
と
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
。
そ

の
結
果
、
二
年
次
に
は
関
東
大
会
で
三
位
入
賞
、
三
年

次
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
練
習
が
十
分
に
出
来
な

い
時
期
も
あ
っ
た
が
、
先
生
と
監
督
の
サ
ポ
ー
ト
が

あ
っ
た
こ
と
で
最
後
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
か
う
気
持

ち
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
こ
の
競
技
を

通
じ
て
、
毎
日
の
積
み
重
ね
の
大
切
さ
、

礼
儀
、
個
人
競
技
だ
が
部
活
動
は
ひ
と
つ

の
チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
な
ど
学
ん
だ
こ
と

は
数
え
き
れ
な
い
。

競
技
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
は
学
業
に

も
通
じ
る
も
の
だ
。
毎
日
の
積
み
重
ね
を

続
け
る
こ
と
を
意
識
し
、
部
活
動
で
家
に

帰
る
の
が
遅
く
な
る
こ
と
も
多
か
っ
た

が
、
時
間
の
使
い
方
、
勉
強
の
仕
方
を
工

夫
し
た
。

高
校
三
年
間
は
充
実
し
た
三
年
間
と
も

言
え
る
が
、
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
感
出

来
た
三
年
間
と
も
言
え
る
。
家
族
、
先
生
方
、
先
輩
方
、

友
人
、
後
輩
達
な
ど
本
当
に
沢
山
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
た
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
改
め
て
多
く
の
方
々

に
感
謝
を
伝
え
、
そ
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
い
こ
う

と
思
う
。

第
六
十
八
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

男
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権

男
子
67
㎏ 
級

｢

文
武
両
道
で
得
た
自
信｣

三
Ｇ　

阪
本　

広
太（
川
崎
市
立
稲
田
中
）

全
く
経
験
や
知
識
も
無
か
っ
た
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
部
へ
飛
び
込
ん
だ
高
校
生
生
活
。
な
か
な
か
目
標

を
見
い
だ
せ
ず
学
業
と
の
両
立
が
難
し
い
と
感
じ
た
時

も
あ
っ
た
が
、
念
願
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
獲
得
で

き
、
全
国
二
十
五
位
の
結
果
を
残
せ
た
。

私
に
と
っ
て
の
集
大
成
、
最
後
の
試
技
。
緊
張
と
い

う
よ
り
「
や
っ
て
や
る
！
」
と
い
う
気
持
ち
の
方
が
強

か
っ
た
。
試
合
前
、
監
督
や
先
生
と
気
合
い
を
入
れ
向

か
っ
た
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、思
い
の
ほ
か
大
き
な
会
場
、

目
の
前
に
い
た
大
勢
の
人
、
あ
の
景
色
は
今
で
も
忘
れ

ま
せ
ん
。

多
く
の
制
約
が
伴
う
高
校
生
活
で
、
満
足
の
い
く
活

動
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
少
な
い
時
間
の
中

で
声
を
掛
け
合
い
互
い
に
刺
激
し
合
っ
た
仲
間
た
ち
、

三
年
間
熱
い
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
清
水
監
督
や
高

部
先
生
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
、
本
当
に

感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
鶴
ヶ
丘
高
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
部
の
思
い
出
は
、私
に
と
っ
て
宝
物
で
あ
り
、

今
後
の
人
生
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
く
れ
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

放
送
部

第
六
十
八
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯

全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
全
国
大
会
」

放
送
部
顧
問　

近
藤　

明
宏

全
国
の
放
送
部
員
に
と
っ
て
憧
れ
の
大
会
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
（
Ｎ
コ

ン
）
で
あ
る
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
都
道
府
県
大
会
お
よ
び
全
国
大
会
が
中
止

に
な
っ
た
。
昨
年
二
月
に
発
出
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言

か
ら
八
月
ま
で
活
動
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
、
活
動
再
開

後
も
部
活
の
特
性
上
、
発
音
・
発
声
な
ど
飛
沫
感
染
リ

ス
ク
が
高
い
活
動
内
容
が
多
い
た
め
、
通
常
の
活
動
と

は
ほ
ど
遠
い
状
態
で
あ
り
顧
問
・
部
員
一
同
頭
を
悩
ま

せ
る
問
題
と
な
っ
た
。
ま
た
、
昨
年
度
四
月
（
現
二
年

生
）
の
新
入
部
員
が
史
上
最
少
の
一
名
と

な
り
、
部
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
東
京
都
高
等
学
校
文

化
連
盟
放
送
部
門
に
お
い
て
も
、
幾
度
も

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
開
催
さ
れ
、「
ど
ん

な
形
で
あ
れ
大
会
は
開
催
し
よ
う
」
と
い

う
こ
と
が
共
通
認
識
と
な
っ
た
。
昨
年

十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
東
京
都
高
等
学

校
文
化
祭
放
送
部
門
（
秋
大
会
）
に
つ
い

て
は
、
作
品
提
出
審
査
と
い
う
形
で
あ
る

も
の
の
、
制
限
さ
れ
た
活
動
で
制
作
さ
れ

た
作
品
や
朗
読
・
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
の
個

人
部
門
に
お
い
て
も
評
価
さ
れ
る
機
会

が
復
活
し
た
。
生
徒
は
全
く
会
場
に
足
を

運
ん
で
い
な
か
っ
た
が
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ド
ラ
マ
部
門
・

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門
で
入
賞
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、

部
員
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
に
な
っ
た
。

Ｎ
コ
ン
に
つ
い
て
も
同
様
「
ど
ん
な
形
で
あ
れ
開
催

し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
が
決
定
し
て
い
た
。
感
染
状
況

次
第
で
は
会
場
で
の
生
徒
参
加
で
の
開
催
を
計
画
し
て

い
た
が
、
残
念
な
が
ら
全
国
で
の
感
染
が
拡
大
し
、
作

品
提
出
審
査
に
落
ち
着
い
た
。
今
年
度
は
新
入
生
が
七

名
と
な
り
、
基
礎
練
習
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
あ
っ

た
が
、
一
~
三
年
生
ま
で
の
部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
個
人

部
門
に
参
加
し
、
作
品
に
つ
い
て
も
創
作
ラ
ジ
オ
ド
ラ

マ
、
創
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
研
究
発
表
の
三
部
門
で
出

場
し
、
こ
の
三
部
門
で
全
国
大
会
出
場
を
叶
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
七
月
末
の
全
国
大
会
の
こ
ろ
に
は
感
染
縮

小
を
願
っ
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
当
日
は
、
大
会
役
員
で
顧
問

の
私
だ
け
が
全
国
大
会
会
場
に
足
を
運
ん
だ
。
本
来

四
〇
〇
〇
人
収
容
で
き
る
ホ
ー
ル
に
関
係
者
数
十
名
と

い
う
な
ん
と
も
寂
し
い
状
況
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
作

品
が
評
価
さ
れ
る
機
会
が
な
く
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に

は
感
謝
し
た
い
。
ま
た
、
研
究
発
表
部
門
に
つ
い
て
は

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
用
い
て
全
国
の
高
校
を
つ
な
ぎ
発
表
及
び

交
流
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
唯
一
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
交
流
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た

い
。
次
回
大
会
は
リ
ア
ル
の
交
流
が
で
き
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

●
全
国
大
会
出
場
記
●
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昨年に引き続き、2回目となるZoomPal Projectが始まりました。
提携校であるGrace Lutheran College（オーストラリア・ブリスベン）
との共同企画です。「コロナ禍でも国際交流をあきらめない」をス
ローガンに、オーストラリアの高校生との友情づくりに挑戦すべく、
今年も１５名の生徒が集まりました。

また、今年は新たな取り組みとして、ZoomPalの活動をまとめた
動画で『全国高校生　何でも、アリ。Creative Award202１』に参加
しました。生徒達が自分たちで作り上げた「コロナ禍の高校生はか
わいそう、なんて言わせない！」という強いメッセージがこもった
素晴らしい映像となりました。学校の内外に思いを伝えていく機会
に恵まれ、生徒達も成長したことと思います。さらに新しいことに
取り組むZoomPalメンバーの活躍を今後もご期待ください。

ZoomPal Projectリーダー　岩本　佳波（２Ｋ・調布四中）
このZoomPal Projectは「国際交流」という言葉のお固い印象と

は全く違う雰囲気で、悩んだ時間の何十倍も楽しかった瞬間が思い
浮かびます。今年は高校生クリエイティブアワードにも参加しま
した。ZoomPalの活動を通してできた思い出たちを残したくて写真
アートを提案しました。コロナ禍で数々の我慢を強いられてきた高
校生活ですが、今できること、今しかできないことをしよう、とい
う前向きなメンバーたちの考え方に私自身とても救われました。

ZoomPal Project　令和3年8月11日（水）

桜園会の常任幹事会では、７月１７日（土）、日野市にある高幡不動尊に参拝をして
まいりました。

大学進学・資格試験・就職など、生徒の希望が
叶うよう合格成就の護摩を焚いていただきまし
た。授かった護摩札は、３学年主任の久保田先生
にお渡しの上、教員室にお祀りしてあります。

また、同窓会では基礎学力到達度テスト前日の
７月2１日に、代表者が湯島天満宮（湯島天神）を
参拝し絵馬を奉納して、後輩たちの好成績を祈願
してまいりました。

頑張れ３年生！！

桜園会と同窓会からの報告

コロナ禍にあってもなお、「外の世界に飛び出していきたい！」と考え
る鶴高生のため、『留学カフェ～Think Outside the Box～』をオンライン
で開催しました。留学経験を持つOB・OGをゲストとして招き、のべ５0名
の参加生徒に向けてそれぞれの体験談を披露してもらいました。楽しいこ
とばかりではなく、辛いことや大変なことが留学生活にはつきものですが、
どんな逆境にもくじけずに自分の道を切り開いた先輩たちのお話に、生徒
達もエネルギーをもらったようでした。今後も、OBOGとコラボレーションし
さらに実りのあるイベントを作っていきたいと思います。

　第１回ゲスト　2020年度卒　金居　弘剛さん（Willamette University）
　第２回ゲスト　2018年度卒　飯塚映励奈さん

　　　　　　　　（State University of New York, Purchase College）

留学カフェ～ Think Outside the Box ～を開催しました
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令
和
三
年
度
　
特
待
生
・
奨
学
生

七
月
三
日（
土
）
に
、本
校
多
目
的
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
今
年
度
の
日
本
大
学
特

待
生
と
、
本
校
奨
学
生
に
対
す
る
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
以
下

の
通
り
で
す
。

受
賞
者
氏
名

日
本
大
学
特
待
生

三
Ａ　

松
澤　

憲
吾（
調
布
七
中
）

三
Ｆ　

征
矢　

ゆ
ら（
武
蔵
野
六
中
）

二
Ｈ　

増
田　

海
希（
松
渓
中
）

二
Ｋ　

宮
崎　

歩
梨（
千
歳
中
）

日
本
大
学
鶴
ヶ
丘
高
等
学
校
奨
学
生

◎
第
一
種

三
Ｅ　

大
友　

裕
太（
稲
城
六
中
）

三
Ｌ　

太
城　

穂
香（
中
山
中
）

三
Ｍ　

鈴
置
さ
く
ら（
霞
台
中
）

三
Ｍ　

外
島　

航
太（
調
布
七
中
）

二
Ｉ　

富
澤　

亜
弥（
北
町
中
）

二
Ｋ　

滝
沢　

奈
己（
杉
森
中
）

二
Ｋ　

柳
澤　
　

潤（
三
鷹
三
中
）

二
Ｋ　

松
村　

真
麻（
狛
江
三
中
）

◎
第
二
種

一
Ｅ　

佐
野　

理
奈（
松
沢
中
）

一
Ｆ　

木
村　

栄
輝（
府
中
六
中
）

一
Ｇ　

牧
野　

史
歩（
東
久
留
米
西
中
）

一
Ｋ　

比
江
島　

幹（
西
宮
中
）

一
Ｌ　

上
田
ひ
か
る（
三
鷹
五
中
）

一
Ｌ　

﨑
田　
　

恋（
内
谷
中
）

日
本
大
学
鶴
ケ
丘
高
等
学
校
英
明
奨
学
生

◎
第
一
種

三
Ｂ　

西
田　

邦
彦（
和
泉
中
）

三
Ｌ　

稲
垣　

幸
大（
芦
花
中
）

三
Ｌ　

水
野　

泰
樹（
武
蔵
野
四
中
）

三
Ｍ　

木
下　

歩
純（
調
布
三
中
）

二
Ｂ　

末
廣
沙
弥
香（
東
調
布
中
）

二
Ｋ　

伊
藤　

百
代（
船
橋
希
望
中
）

二
Ｋ　

荻
島　

日
和（
打
越
中
）

二
Ｋ　

山
上　

結
衣（
上
祖
師
谷
中
）

一
Ａ　

森
谷　

海
玲（
千
川
中
）

一
Ｅ　

相
宮　

優
佳（
赤
塚
二
中
）

一
Ｌ　

三
隅　

朱
莉（
井
荻
中
）

一
Ｌ　

道
田　

優
太（
池
袋
中
）

会　

長　

川
﨑　

湊
太（
二
Ａ
・
深
沢
中
）

私
は
、
変
わ
る
べ
き
事
が
あ
る
な
ら
私
の
代
で
そ
う
す

べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
校
則
を
読
み
直
し
て
ル
ー
ル

と
学
校
生
活
と
の
関
わ
り
を
確
認
し
た
上
で
、
変
え
る
べ

き
こ
と
や
、
加
え
る
べ
き
シ
ス
テ
ム
が
有
る
か
考
え
て
い

き
ま
す
。
新
体
制
で
も
団
結
し
て
生
徒
会
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

副
会
長　

辻
口　

巴
菜（
二
Ａ
・
熊
大
附
属
中
）

生
徒
会
副
会
長
と
し
て
、
学
校
の
た
め
に
な
に
を
す
る

べ
き
か
し
っ
か
り
と
考
え
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
探
し
、
生
徒
の
皆
さ

ん
が
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

副
会
長　

三
ヶ
島
菜
菜
子（
二
Ｆ
・
十
条
富
士
見
中
）

私
は
、
昨
年
度
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
状
況
か
ら
得
ら
れ

た
経
験
を
活
用
し
て
、
新
た
な
形
で
よ
り
楽
し
い
学
校
生

活
の
提
案
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。昨
年
度
出
来
な
く
な
っ

た
こ
と
が
多
か
っ
た
分
、
今
年
度
は
よ
り
多
く
の
思
い
出
を

残
せ
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

書　

記　

村
上　

琴
乃（
一
Ｃ
・
板
橋
三
中
）

自
ら
考
え
自
ら
行
動
し
、
先
生
さ
え
も
引
っ
張
っ

て
い
く
だ
け
の
力
が
私
た
ち
に
は
あ
り
ま
す
。
や
り

た
い
事
が
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
生
徒
会
に
相
談
し
に

来
て
く
だ
さ
い
。
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
で
き
る
限

り
多
く
の
要
望
に
応
え
ま
す
。
私
が
生
徒
会
役
員
に

な
っ
て
一
番
に
や
り
た
い
の
は
、
交
流
を
活
発
化
さ

せ
る
活
動
で
す
。生
徒
と
生
徒
、先
生
と
生
徒
が
も
っ

と
関
わ
り
合
え
る
場
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
存
分

に
期
待
し
て
い
て
下
さ
い
。

書　

記　

河
内　

夕
奈
（
一
Ｃ
・
南
が
丘
中
）

コ
ロ
ナ
禍
で
も
み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
よ
う
に
工

夫
し
て
行
事
な
ど
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
先

生
方
や
生
徒
一
同
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
誠

心
誠
意
、
一
つ
一
つ
の
仕
事
に
向
き
合
い
ま
す
。
一

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会　

計　

一　
　

航
生（
一
Ｃ
・
大
泉
学
園
桜
中
）

コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
こ
と
に
制
限
が
か
け
ら
れ
て

お
り
、
一
部
の
意
見
で
は
二
、三
年
以
上
続
く
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ

と
、出
来
な
い
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
力
が
及
ば
な
い
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
が
で
き
る
限
り
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

会　

計　

三
浦　

日
菜（
一
Ｃ
・
信
州
大
附
属
松
本
中
）

私
が
目
指
す
理
想
の
生
徒
会
は
、
生
徒
と
委
員

会
や
教
員
が
連
携
を
と
り
な
が
ら
意
見
を
交
換
し
合

い
、
こ
ん
な
事
が
し
た
い
と
言
っ
た
生
徒
の
願
い
を

反
映
出
来
る
機
会
を
増
や
す
生
徒
会
で
す
。
そ
の
為

に
も
学
校
一
体
と
な
っ
た
活
発
な
意
見
交
換
の
場
を

増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第５4期
生徒会役員紹介

広　報　室

〈異動（転出）〉
河本　季希 事務課員

令和３年７月１日付で、生物
資源科学部就職指導課へ転出
されました。

黒崎　弘平 事務課員
令和３年７月１日付で、生物
資源科学部管財課へ転出され
ました。

〈異動（転入）〉
山口　恭子 事務課 課長補佐

令和３年７月１日付で、生物
資源科学部就職指導課から本
校に着任されました。
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■ ■ ■ 部活動報告 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
■陸上競技部
▽東京都高校新人大会第４支部予選会　

9/４・5
　女子800ｍ
　　７位入賞　2：32.8１
　　　伊藤　美咲（１K・高松中）
　　8位入賞　2：33.39
　　　山崎　結萌（2K・本町学園中）
　女子１５00ｍ
　　6位入賞　５：１７.4１
　　　山崎　結萌
　　8位入賞　５：１9.2５
　　　新道　彩子（2C・銀座中）
　女子3000ｍ
　　6位入賞　１１：33.99
　　　新道　彩子
■野球部
▽第１03回全国高等学校野球選手権記

念大会西東京大会（７/３～8/2）
　３回戦　本校０-７聖パウロ学園
▽令和３年度秋季東京都高等学校野球

大会（9/４～１１/７）
　一次予選
　　１回戦　本校１１-１日本橋・芦花
　　2回戦　本校３-2昭和
　本戦
　　１回戦　本校０-8佼成学園
■男子バレーボール部
▽関東大会都予選（４/１8・2５）
　１回戦　本校2-０調布北
　2回戦　本校０-2多摩大目黒
▽インターハイ予選（5/30・6/１3）
　2回戦　本校2-０足立工
　３回戦　本校2-１昭和第一学園
　４回戦　本校０-2東京立正
▽全日本１次予選（１0/３）
　2回戦　本校１-2都立青山
■男子ソフトテニス部
▽国体選手選考会（6/2７～７/22）
　都ベスト１2
　　伊東　稜真（３B･清明学園中）
▽新人大会（8/24～26）
　都ベスト64
　　小亀　臣仁（１D･志木中）・
　　山本　　陸（１J･井田中）
　都ベスト64
　　板橋　壱成（１H･桜川中）・
　　山田　真聡（2D･玉川中）
▽東京私立高等学校ソフトテニス大会

（9/１2～１0/１0）
　個人戦　出場
　団体戦　都ベスト１6
　　坂口　祥梧（2B･日吉台西中）
　　大関　悠生（2J･立川七中）

　　小亀　臣仁
　　滝口　陽太（2K･菅中）
　　板橋　壱成
　　山田　真聡
　　金子　祐万（１J･御成門中）
　　丸山　賢二（１K･赤塚三中）
■女子ソフトテニス部
▽東京都高等学校女子ソフトテニス城

西地区大会（8/１8）
　ベスト１6
　　長島　美鈴（2K・中野東中）・
　　大坪紗矢香（2D・三鷹一中）
▽東京都高等学校女子ソフトテニス新

人大会（8/2５・26）
　ベスト32
　　長島　美鈴・大坪紗矢香
　　中村　結衣（１G・高南中）・
　　片野　麻衣（2Ｉ・鶴見中）
　ベスト１6
　　古村　　杏（１L・貝塚中）・
　　石本まなみ（１C・薬師中）
▽新進大会（１0月24・3１・１１月３日）
　ベスト64
　　古村　　杏　　石本まなみ
▽東京インドア予選大会（団体戦）（１１

月2１日・23日）
　ベスト１6（本戦出場）
■アメリカンフットボール部
▽令和３年度東京都春季大会兼第4７回

関東高等学校アメリカンフットボー
ル大会予選（5/23～6/20）

　１回戦　5月23日（日）　シード
　2回戦　5月30日（日）
　　本校０-１4明治学院
　　@日大鶴ヶ丘高Gr.
▽令和３年度第4７回関東高校アメリカン

フットボール大会は、新型コロナウイ
ルス感染症の蔓延により大会中止

▽令和３年度東京都秋季大会兼第５2回
全国高等学校アメリカンフットボー
ル選手権大会予選（１0/３～１0/24）

　１回戦　１0月３日（日）　シード
　2回戦　１0月１0日（日）　シード
　３回戦　１0月１７日（日）
　　本校34-０早稲田実業
　　@日大鶴ヶ丘高Gr.
　４回戦　１0月24日（日）
　　本校１3-24駒場学園
　　@日大鶴ヶ丘高Gr.
　　東京都ベスト8
■放送部
▽第68回NHK杯全国高等学校放送コン

テスト東京都大会（予選6/6、決勝
6/１3）

　【創作テレビドラマ部門】
　　優勝　Lilly
　　　制作代表
　　　平田　悠乃（３Ｉ・足柄台中）
　　　※全国大会出場
　【創作ラジオドラマ部門】
　　第2位　にんきもの
　　　制作代表
　　　田中　咲希（３Ｉ・千歳中）
　　　※全国大会出場
　【研究発表部門】
　　第2位

ライブプロダクションスイッチャーを
用いた校内放送の可能性

　　　研究代表
　　　左官　美咲（３Ｅ・晴海中）　
　　　※全国大会出場
▽第68回NHK杯全国高等学校放送コン

テスト全国大会（７/１0、26～29）
　【研究発表部門】
　《オンライン発表》

　研究奨励
ライブプロダクションスイッチャーを
用いた校内放送の可能性

　　　研究代表　左官　美咲
▽第46回高等学校総合文化祭東京大会
（とうきょう総文2022）実行委員会

　以下の生徒・教員が東京都教育庁よ
り任命されました。

　【放送部門生徒実行委員】
　　左官　美咲・平田　悠乃・
　　相宮　優佳（１Ｅ・赤塚二中）・
　　永井明日香（１Ｅ・千歳中）
　【放送部門実行委員】
　　近藤　明宏

（顧問・高文連全国放送部門理事）
■吹奏楽部
▽第6１回東京都高等学校吹奏楽コン

クール（8/１3、１4）
　B組　金賞・最優秀賞
　C組　銀賞
■料理部
▽１年生部活動体験実施（5/１3）
▽6月　料理検定＆菓子検定受検
▽オンラインミーティングwith Highers

☆（７/１５）
▽ジビエ料理に挑戦（７/20）
▽テーブルマナー講習受講＠ハイアット

リージェンシー東京（8/１2）
▽料理部考案メニューお弁当販売実施

（298食販売、１0/26～28）

オリンピック出場報告（ウエイトリフティング）
令和３年７月2５日に、本校事務課員である近内三孝選手が東京オリンピックのウエイトリフティ

ング男子6７kg級に出場し、７位に入賞しました。近内選手の体験記を掲載いたします。

夢の舞台に出て
今回、オリンピックではメダル獲得を目標にしていましたが、結果としては７位入賞という形で

終わってしまいました。大会では、怪我の影響もあり、自分の思うような結果ではありませんでし
たが、たくさんの方々から、応援メッセージなどをいただき、その応援が力になり、７位入賞を果
たせたと感じています。あらためて、応援にはとても力があると感じました。試合が終わってから
も「元気をもらった」、「勇気をもらった」、「感動をありがとう」などたくさんの言葉をもらい、これが
オリンピックという夢の舞台の力なのだと感じました。自国開催でメダル獲得という目標は叶いま
せんでしたがあの特別な雰囲気の中で試技をすることができて本当に良かったです。

新型コロナウイルス感染症の影響で復興五輪という言葉が薄れてしまっていましたが福島出身の
私が出場することによって福島県にも勇気を送ることができたと思います。

オリンピックに出場して、オリンピックは他の大会とは違う特別な大会だと感じました。もう一度
あの舞台に立ち今回果たせなかった目標を達成するために３年後の2024パリオリンピックを目指
し、金メダルを獲り表彰台の一番高いところに立てるように３年間という短い期間一歩ずつ前に進
み頑張っていきます。
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